· 1945/8/14 ポツダム宣言受諾＝軍国主義除去+民主主義と基本的人権の確立を要求＝民主的憲法制定は当然

· 1946/2/8 幣原内閣がＧＨＱに提出した新憲法案は明治憲法そのまま。ＧＨＱこれを拒否。

· 1946/2/13 『マッカーサー憲法草案』　　　

提示――実は「憲法研究会」の『憲法草案要綱』を手本にしたもの。　 

アメリカの日本占領の基本的な考え

日本を対米従属の資本主義国に改造
そのために天皇を温存する

天皇を戦犯として処罰する主張（ソ連、中国など）を抑えるために第九条を設ける

· 日本政府もこれを受け入れ、国会に提出。1946/5/3審議の末現憲法が成立。
· 1945/11/5 「憲法研究会」発足

· 1945/12/26『憲法草案要綱』完成。日本政府とＧＨＱに届ける。　12/28各紙一面で報道。
· ＧＨＱはこれを詳細に検討。その民主的内容に大きなショックを受けた。本国にもその旨打電している。

＊　『憲法草案要綱』の内容――現憲法と共通項が多い。

ⅰ　「国民主権」の創設――国民が主人公になった 。 

ⅱ　象徴天皇制――天皇から政治的権限の全てを奪う。

　a　高野岩三郎は大統領制を提案したが、“時期尚早”が多数意見。

　ｂ　鈴木安蔵：「１０年たてば国民は共和制を希望するであろう」と予測したが、後に「甘かった」と反省。

ⅲ　「戦争の放棄」ガ無い――戦争の惨禍と軍隊の解除の中、軍に関する規定を置くことは考えていなかった。憲法に規定が無ければ軍隊を持つことも、使うことも出来ないから、戦争放棄の一形態と言える。　

ⅳ　「基本的人権」の創設
a　「社会権」を採用――歴史の最先端。　健康で文化的な生活保障。社会保障（老齢・疾病）。勤労権･休息権・勤労者の団結権。

b　平等権――一切の差別禁止、男女平等。爵位・勲章廃止。

c　自由権――言論・学問・宗教の自由。拷問禁止。

d　政治的権利――請願・国民発案・国民表決。鈴木の「政府に対する国民の抵抗権」は反対があり削除。
　ⅴ　地方自治と違憲審査制は想到できず。
· 「憲法研究会」の中で鈴木安蔵はただ一人の憲法学者。彼が居なければ『憲法草案要綱』は生まれなかっただろう。
彼は“本当の憲法”（国民主権と基本的人権の保障）を作って国民を幸福にしようとした。
· 鈴木は起草に当たって、フランス革命の「人及び市民の権利宣言：1789」、ドイツの「ワイマール憲法：1919」、自由民権運動家植木枝盛の「東洋大日本国国憲案：1881」を研究した。
· ＧＨＱは、「憲法研究会」の『憲法草案要綱』を丁寧に翻訳し、分析・参考にして『日本国憲法草案』を起草した。

マッカーサーが2月3日にＧＨＱ担当者に草案起草を指示してから、わずか１０日で完成した裏には「憲法研究会」の『憲法草案要綱』があったのだ。

· 鈴木安蔵は日本国憲法の間接的起草者、「日本国憲法の設計図を引いた人」である。

· 「押しつけ憲法論」の虚構は粉砕されましたか？

　金子勝教授 「日本国憲法のルーツにせまる」講演要旨　2007/6/3


文責：天竜平和を守る会（九条の会）事務局











